
議会の傍聴は
　　　　お気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・
12月）に開かれます。また、臨時町議会は、
必要に応じて随時開かれますので、お気軽に
傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

6月定例会は、

開かれる予定です。

6月19日(水)から
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　議会だよりをより身近なものに感じていただくため、第２６号から新たな取り組みとして町民皆
様からいただいたご意見、ご感想や広報編集委員みずから取材させていただいた内容を「町民の声」
として掲載しています。
　まだまだ手探り状態の取り組みではありますが、町民皆さんのご協力をいただきながら、より充
実した「議会だより」にしていきたいと考えています。ご理解くださるようお願いいたします。

　3月から始まったインターネットによる議会中継、皆さんご覧になりましたか？
今までだと議会に興味・関心が沸いても、なかなか傍聴までとなると敷居が高く、
時間的な問題もあり、少なくとも私には簡単に見に行くことは出来ませんでした。
下の方には「お気軽に！」って書いてありますけどね（笑）でもこれからはインタ
ーネット中継のお陰で大丈夫です。パソコンやスマホがあれば、気軽に議会の様子
を知る事が出来るようになりました。・・・と言っても、平日昼間の議会を生中継
で見ると、仕事をサボりつつ見ることになってしまいますので、USTREAMという
動画サイトに用意されてる録画中継の方を、時間の空いた時にゆっくり見るのがオ
ススメです。ただ残念なのは、中継動画自体は議会の雰囲気を知るには良いモノで
すが、その一方で議事の内容を知る事に関しては、この大変読みやすい議会だより
は勿論、ちょっと読みにくい議会議事録にすら敵わないことです。1時間以上もあ
る動画を、何の目印もないまま見続ける事はなかなか出来ません。そこで提案です
が、動画と一緒に「再生時間・質問者・質問内容」等をタイムラインでサイトに記
載する事は出来ませんか？他にも、議会だよりの記事内に対応する動画名、質疑・
質問見出しのところに再生時間を載せてもらって、議会だよりと動画を連動して見
られるようになれば、この新しい試みも生きてくる様な気がします。

河原　和宏 さん
（女満別東陽）

町 民 の 声



「議会報告・町民との　意見交流会」を開催！
～町民皆さんとの対話と　開かれた議会を目指して～

女満別会場
（大空町役場議事堂文化ホール）

東藻琴会場
（東藻琴農村環境改善センター）

開催日：平成25年２月24日（日）
開催時間：午後１時30分～午後５時10分
参加くださった町民の方々：39人

開催日：平成25年２月23日（土）
開催時間：午後１時30分～午後４時00分
参加くださった町民の方々：34人

議会報告の主な内容
１　総務文教厚生常任委員会報告

テーマ「少子高齢化社会の対応について」
●孤立死対策について

●子育て・教育環境について
２　産業建設常任委員会報告

テーマ「業種間の経済循環について」
●定住環境の向上対策について

●朝日ヶ丘公園パークゴルフ場の
利用促進について　　　　　

町民との意見交流会での主な質問・意見への対応
参加者からの質問・意見 状況の把握 今後の対応として

〈社会教育事業支援施設の整備事業〉
『社会教育事業支援施設として、町
が用地と建物を取得するということ
だが、どの程度進んでいるのか。』

【関連のある質問等：4件】

◇青年団活動、文化活動を支援する、
自主管理施設の整備事業との報告
を受けている。自主自立の精神に
基づく団体活動を支援する施設と
認識している。

□施設の運営管理の状況について、
必要に応じて報告を求める。

〈高齢者世帯等の安全確認〉
『行政として独居老人等に対する取
組に欠ける部分があるのでは。』

◇今日的な課題である、高齢化社会
に対応した地域での安全確認の方
法について、所管課から、見守り
ネット事業や高齢者緊急通報シス
テムの運営状況について、説明を
受けている。

□個人情報保護と高齢化社会におけ
る情報提供や情報共有のあり方に
ついて、地域において情報管理に
関する共通の理解が必要となって
おり、所管課と継続的に意見交換
をする必要がある。

『行政がある程度情報を出して、声
かけが必要と思われるところを巡回
し、確認すべきでは。』

【関連のある質問等：5件】
〈女満別パークゴルフ協会の再組織
化〉
『再結成に向けて動き出した「女満
別パークゴルフ協会」も、組織にあ
っては、「大空町パークゴルフ協会」
として発足した方がいいのでは。』

◇朝日ヶ丘公園パークゴルフ場の指
定管理者や団体運営上の関係から、
協会が解散したとの報告を受けて
いる。再結成を働きかけるため、
サークルづくりを促す記事を「ま
ちのおしらせ号」に掲載している。

□社会教育関係団体の育成は、自主・
自立の精神に基づいた団体運営が
基本であることを踏まえ、指導育
成に注目していく。

〈大空町の知名度アップ対応〉
『全国的に「大空町」の知名度が低い。
役場職員や議会に知名度アップに向
けた取組の努力が足りないように思
う。』

◇大空町ＰＲのため、名刺の台紙は町
の観光写真を配置したものを活用し
ている。また、常任委員会先進地
視察研修時に、大空町のＰＲを行う
日程を取り入れた経緯がある。

□ＰＲ活動を展開していることを積
極的に情報発信するよう検討する。

『「観光協会」のような団体が一本化
するなど、町をＰＲする上で必要で
はないか。』

◇観光協会の大同団結は、合併協議
会からの継続検討事項としている。

□団体の自主性を尊重することを基
本に、行政からの団体への働きか
けに協力する必要がある。

『空港の名称を「大空空港」に変え
ることがＰＲにつながるのでは。』

【関連のある質問等：3件】

◇空港用地を提供された方の、空港
に対する想いを考慮する必要があ
り、合併協議の上でも、それぞれ
の地域の施設名称は、地域の方の
意向を尊重することとしている。

□地域の歴史的経過等を踏まえ、空
港名称の変更は、現時点では議会
として働きかけを行わないことと
する。

〈東藻琴地区「道の駅」整備構想〉
『東藻琴地区に計画されている「道
の駅」はどうなっているのか。』

◇計画の進捗状況について、継続し
て確認している。

□委員会に報告があった事項につい
て、議会だより等を通じて町民に
お知らせする必要がある。

〈温室イチゴの廃棄処分〉
『イチゴの廃棄処分について、町広
報に収穫が遅れる旨の記事が載った
だけで、直接的なお詫びはなかった。
議会報告会の議題にもない。議会と
してどのような対応をしているの
か。』

【関連のある質問等：15件】

◇地域資源を活用し、福祉施設や教
育機関と連携して運営を行い、地
域振興を図る施設として整備する
との説明を受けている。所管課か
らの正確な情報に基づき、議会と
して判断を行っている。

□今後も所管課から適時的確な情報
提供を求めることとする。

〈朝日ヶ丘公園の指定管理者の指定
管理状況〉
『朝日ヶ丘公園の指定管理者側との
トラブルが、女満別パークゴルフ協
会の解散要因と聞いているが、どう
なのか。』

【関連のある質問等：5件】

◇委員会として、継続調査事項とし
てとらえている。所管課において、
指定管理者に対し公共施設でのサ
ービス精神を徹底し、管理運営す
るように指導を要請している。

□所管課から、引き続き調査事項と
して指導状況の把握に努めるとと
もに、対応策を検討する。

参加者アンケートで寄せられた生の声
　●会場はテーブル付きの研修会館（女満別地区）の方がいい。議員と町民の目線は同じ高さがいい。
　●参加者の中には、議会の役割と行政の責任とを勘違いされて質疑等をなされている方を見受けられるので、次回以

降はそれぞれの役割等を明確にお知らせした方がいいのでは。
　●意見の中に文句が混じっている。
　●各議員の答弁がばらばらなのでわかりにくかった。
　●報告会の進め方を検討される必要があると思う。
　●町民の代表者であることを議長から改めてもらいたい。議会の役割を果たしていない中で、報告会とはいかがか。

　この報告会を通じて、その課題や問題点などを議会として十分精査し、町民皆様に興味を持っていただける、「ぜひ
とも参加したい」と思っていただけるように、たくさんの方々が参加くださる、充実した内容の議会報告会にしていき
たいと考えています。また、今後の方向性として、議会出前懇談会の開催も予定しております。
　議会として、さらに努力してまいりますので、ますますのご理解、ご協力をお願いします。
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一般会計歳入歳出予算総額

会　計　名 本年度予算額 前年度予算額 前年度対比

71億8,372万円

11億3,690万円

1億29万円

６億5,783万円

874万円

３億7,658万円

３億9,751万円

2,936万円

98億9,093万円

75億8,649万円

11億4,941万円

9,958万円

６億301万円

857万円

３億6,391万円

３億6,970万円

2,983万円

102億1,050万円

△4億277万円
（△5.3%）
△1,251万円
（△1.1%）
＋71万円
（+0.7%）

＋5,482万円
（＋9.1%）
＋17万円
（+2.0%）

＋1,267万円
（＋3.5%）
+2,781万円
（+7.5%）
△47万円
（△1.6%）

+3億1,957万円
（△3.1%）

一 般 会 計

国民健康保険事業
特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計
介護保険事業勘定
特 別 会 計
介護サービス事業勘定
特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計
下 水 道 事 業
特 別 会 計
個別排水処理事業
特 別 会 計

合 　 　 　 計

予算総額
 98億9,093万円

歳出予算歳出歳出予予算算

71億  8,372万円の内訳

予算総予算総額額

平成25年度
予算

～子どもたちの「夢」を実現し、働く人たちの「元気」を支え、
　　　　　　　　　　生活の「安心」を守るまちづくりを目指して～

　子どもたちの「夢」を実現し、働く人たちの「元気」を支え、生活の「安心」を守ることを基本
に、平成２５年度の予算編成にあたってきた。これからも町民皆様にご理解とご支援、そして
大空町に対する愛情を育んでいただきますことをお願い申し上げる。（町政執行方針より）

　平成２５年度の各会計歳入歳出予算が、３月７日から15日まで9日間の会期で開
催された平成２5年第１回定例会に提案されました。
　今後のまちづくりに大きくかかわる重要な内容であることから、議会に「予算審
査特別委員会」を設置し、同委員会で慎重に審議した結果、各会計予算は原案どお
り可決すべきとの審査結果が示されました。　
　特別委員会での審査結果が本会議で報告され、全員議員の賛成により、平成２5
年度予算が決まりました。
　※予算審査特別委員会での審議概要は、Ｐ８から掲載しています。

≪平成２５年度　各会計予算総額≫
山下町長

子どもたちに「夢」を

働く人たちの「元気」を 生活の「安心」を

議　会　費

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

教　育　費

公　債　費

職員給与費

そ　の　他

 5,743万円 （0.8%） 〔対前年度比 △18.0%〕

 5億5,129万円 （7.7%） 〔対前年度比 ＋50.7%〕

 8億8,445万円 （12.3%） 〔対前年度比 △5.0%〕

 ５億9,209万円 （8.2%） 〔対前年度比 ＋13.3%〕

 4億8,117万円 （6.7％） 〔対前年度比 △13.2%〕

 １億3,944万円 （1.9%） 〔対前年度比 △12.1%〕

 5億7,661万円 （8.0%） 〔対前年度比 △32.9%〕

 8億2,986万円 （11.6%） 〔対前年度比 △15.8%〕

 15億6,622万円 （21.8％） 〔対前年度比 ＋4.4%〕

 11億3,402万円 （15.8%） 〔対前年度比 △6.5%〕

 3億7,114万円 （5.2%） 〔対前年度比 △12.8%〕

町税（町民皆さんから納付いただく税金）

町債（借入金）

その他
（消防、防災、労働対策等に
要する経費）

歳入予算

町　　　　　税

譲与税・各交付金

地 方 交 付 税

分担金及び負担金・
使用料及び手数料

国・道支出金

繰　　入　　金

町　　　　　債

そ　　の　　他

 ９億2,122万円 （12.8%） 〔対前年度比 △4.4%〕

 ３億2,798万円 （4.6％） 〔対前年度比 △3.2%〕

 39億686万円 （54.4%） 〔対前年度比 △0.9%〕

 2億9,688万円 （4.1%） 〔対前年度比 △7.9%〕

 5億8,111万円 （8.1%） 〔対前年度比 △23.3%〕

 3億4,301万円 （4.8%） 〔対前年度比 ＋45.6%〕

 6億4,977万円 （9.0%） 〔対前年度比 △26.6％〕

 １億5,689万円 （2.2%） 〔対前年度比 ＋11.6%〕

譲
与
税
・
各
交
付
金

（
国
税・道
税
か
ら
の
配
分
金
）

「
地
方
譲
与
税
」「
地
方
消
費
税
交
付
金
」

な
ど

地方交付税
（国からの地方自治体に対する交付金）

分担金及び負担金・
使用料及び手数料
（施設利用時に納付いた
だく使用料など）

国・道支出金
（町が実施する特定事業に対する
国、北海道からの補助金など）

繰入金（町の基金（預金）からの繰入金）

その他
（諸収入、財産収入など）

歳入予算

歳出予算

議会費
（議会の運営などに
要する経費）

総務費
（広報広聴、交通安全、
住民自治振興、公共施
設管理等に要する経費）

民生費
（高齢者・障がい者・
児童福祉対策等に要
する経費）

衛生費
（ごみ処理、疾病対策等、
保健・環境衛生に要する
費用）

農林水産業費
（農業、畜産業、林業、
水産業の振興等に
要する経費）

商工費
（商工業の振興、
観光振興対策等に
要する経費）

土木費
（道路、河川、公園、
町営住宅維持整備
等に要する経費）

教育費
（幼稚園・学校教育、
社会教育の推進等に
要する経費）

公債費
（借入金の返済経費）

職員給与費
（町職員の給料、手当、共済費等）
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被災地支援活動の様子

JAめまんべつ青年部料理教室の様子 自治会女性部連絡協議会の様子

新規
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平成２５年度の主な事業・予算概要 総合的・計画的なまちづくりを進めるために策定した「大
空町総合計画」の基本目標に照らし合わせて紹介します。

●農業体質強化基盤整備促進事業 3,150万円
●企業誘致対策事業 2,697万円
●未来につなぐ森づくり推進事業 2,516万円
●中山間地域等直接支払事業 2,321万円
●住宅リフォーム促進事業 1,800万円
●環境保全型農業直接支援対策事業 474万円
●道の駅振興事業 336万円
●６次産業化推進事業 318万円
●ポイントカード事業 180万円
●農業担い手実践研修支援事業 150万円

●行政事務情報化事業　 2億708万円
●ごみ処理事業 １億3,273万円
●道路整備事業 9,200万円
●町営住宅建設事業 3,460万円
●リサイクル推進事業 2,668万円
●新規国内定期便運行助成事業 401万円
●住替え促進事業 228万円
●東日本大震災支援対策事業 174万円

●町民会館整備事業 4,527万円
●自治会運営費交付金・自治会活動支援交付金 1,452万円
●広報広聴事業 1,328万円
●元気づくり応援事業 218万円

●障がい者総合支援事業 １億8,734万円
●児童手当扶助事業 １億2,600万円
●女満別中央病院医療環境等充実事業 5,642万円
●保育園管理運営事業 4,718万円
●母子保健・疾病予防・健康増進事業 3,715万円
●社会福祉協議会助成事業 2,132万円
●障がい者福祉施設運営事業 1,429万円
●介護保険利用者負担減免措置事業 1,021万円
●救急医療対策事業 281万円

●女満別小学校改築事業 9,332万円
●女満別高等学校生徒寄宿舎管理事業 2,643万円
●生涯学習支援事業（社会教育事業支援施設関係） 2,589万円
●スポーツ活動振興事業 726万円
●姉妹都市等教育交流事業 484万円
●子育て支援ネットワーク充実事業 258万円
●教育文化合宿誘致事業 226万円
●豊住小学校閉校記念事業 200万円
●女満別湿性植物群落調査事業 156万円

基本目標

1
基本目標

4

基本目標

5

基本目標

2

基本目標

3

はつらつ産業のまちづくり さわやか生活のまちづくり

ふれあい協働のまちづくり
あったか福祉のまちづくり

のびやか文化のまちづくり

被災地支援活動の様子被災地支援活動の様子被災地支援活動の様子被災地支援活動の様子被災地支援活動の様子被災地支援活動の様子被災地支援活動の様子

新規

新規
新規

新規

相撲大会の様子

大空町の特産品（ひがしもこと乳酪館）

町民芸能祭の様子
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ともに支えあって暮らすことができる
よりよい「まち」を目指して

　平成25年第１回定例会に提案された平成25年度大空町各会計予算は、今後のまちづくりに大きくか
かわる重要な内容であることから、議会に「予算審査特別委員会」を設置して慎重に審議していくこと
としました。
　３月11日～ 13日の午後まで各課から個別の説明を受けて疑義をただし、15日の午前からは本会議
形式で予算の全体を審議する「総括質疑」を実施しました。慎重な審議の結果、予算審査特別委員会で
は平成25年度予算を提案された内容のとおり可決するべきものと決定し、本会議で平成25年度予算が
全議員の賛成により可決されました。
　本特別委員会の総括質疑での質疑・答弁の概要をお知らせします。

～平成２５年度　まちの予算を審議～ （予算審査特別委員会）

【
地
方
交
付
税
関
係
】

　
　
　
　
　
　
地
方
交
付
税

の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
。

　
　
　
　
　
　
地
方
交
付
税

の
総
体
は
、
町
の
一
般
財

源
の
総
額
を
確
保
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
前
年
度
の

水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う

に
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、

国
の
交
付
税
の
原
資
が
厳

し
い
状
況
な
の
で
、
平
成

25
年
度
も
厳
し
く
見
て
推

計
し
て
い
る
。

【
権
限
移
譲
事
務
交
付
金
関

係
】

　
　
　
　
　
　
権
限
移
譲
は

ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
当
初
は
２

０
０
ぐ
ら
い
の
事
業
で
あ

っ
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

で
は
総
体
で
２
６
４
事
業

ま
で
増
え
て
い
る
。
町
民

に
密
接
な
事
業
に
つ
い
て

勝
田
委
員

総
務
課
長

勝
田
委
員

総
務
課
参
事

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
審
議
概
要

※�

内
容
は
要
約
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
、
両
地
区
図
書
館
及

び
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
予
算
審
査
特
別

委
員
会
会
議
録
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

は
事
務
を
請
け
負
う
と
い

う
こ
と
で
、
北
海
道
と
は

協
議
の
上
、
事
務
を
移
譲

さ
れ
て
い
る
。

【
財
政
調
整
基
金
等
繰
入
金

関
係
】

　
　
　
　
　
　
町
長
の
執
行

方
針
の
中
に
、
地
方
債
の

一
部
に
つ
い
て
一
括
償
還

を
行
う
た
め
、
減
債
基
金

を
取
り
崩
し
、
さ
ら
に
財

源
不
足
を
補
う
た
め
財
政

調
整
基
金
を
一
部
取
り
崩

す
と
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
起
債
の
一
括
償
還
を

お
こ
な
っ
た
か
お
聞
き
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　
平
成
14
年
度

に
臨
時
財
政
対
策
債
と
し

て
１
億
８
、
８
０
０
万
円

ほ
ど
借
り
て
お
り
、
20
年

償
還
で
あ
っ
た
が
、
今
年

度
一
括
で
繰
り
上
げ
償
還

す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
年

度
の
地
方
債
の
残
額
が
減

っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

金
利
が
７
５
０
万
円
ほ
ど

削
減
さ
れ
、
減
債
基
金
を

品
田
委
員

総
務
課
長

充
て
て
繰
り
上
げ
償
還
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
教
育
文
化
合
宿
補
助
金
関

係
】

　
　
　
　
　
　
合
宿
誘
致
に

関
し
て
、
定
住
自
立
圏
域

と
し
て
の
施
設
の
相
互
利

用
の
取
り
組
み
な
ど
も
必

要
で
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在

町
に
お
い
て
３
団
体
に
来

て
い
た
だ
い
て
い
て
、
定

住
自
立
圏
構
想
の
中
で
も
、

網
走
市
と
の
合
宿
の
誘
致

に
つ
い
て
、
お
互
い
の
施

設
を
有
効
利
用
す
る
よ
う

な
共
同
開
催
と
か
、
今
後

協
議
し
て
い
き
た
い
。

【
節
電
関
係
】

　
　
　
　
　
　
節
電
に
関
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
公
共
施

設
等
で
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
だ
が
、
そ
う
し
た

取
組
の
成
果
が
平
成
25
年

度
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
節
電
の
効
果

を
予
算
に
あ
る
程
度
反
映

さ
せ
て
も
ら
い
、
電
気
料

近
藤
委
員

生
涯
学
習
課
参
事

近
藤
委
員

総
務
課
長

は
前
年
度
よ
り
低
い
見
積

り
に
な
っ
て
い
る
。

【
自
治
会
活
動
支
援
交
付
金

関
係
】

　
　
　
　
　
　
自
治
会
活
動

支
援
交
付
金
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
町
民
税
の
１
％
を

還
元
し
て
、
自
治
会
の
活

動
の
推
進
や
自
主
的
活
動

の
促
進
と
い
う
取
り
組
み

で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
こ

の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。

　
　
　
　
　
　
新
た
な
事
業

と
し
て
、
親
睦
交
流
会
、

災
害
時
の
対
応
講
習
会
等

の
活
動
、
高
齢
者
へ
の
記

念
品
の
贈
呈
な
ど
、
こ
の

交
付
金
を
活
用
し
て
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

あ
る
程
度
の
効
果
は
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

【
障
害
者
福
祉
関
係
】

　
　
　
　
　
　

３
障
害
の
う

ち
、
精
神
の
方
に
対
す
る

相
談
支
援
体
制
も
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
精
神
の
方
の

相
談
体
制
と
し
て
、
現
在

役
場
の
保
健
師
が
そ
の
相

松
田
委
員

住
民
課
長

松
田
委
員

福
祉
課
長

談
等
に
対
応
し
て
お
り
、

ま
た
、
地
域
活
動
に
対
し

て
社
会
復
帰
の
促
進
を
図

る
と
い
う
こ
と
で
、
精
神

の
方
や
関
係
者
か
ら
、
サ

ー
ク
ル
・
エ
ア
ポ
ー
ト
と

い
う
も
の
を
組
織
し
て
い

る
。

【
外
灯
管
理
費
関
係
】

　
　
　
　
　
　
公
共
施
設
等

の
節
電
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
が
、
な
ぜ
街
灯
に
つ

い
て
は
少
し
ず
つ
で
も
節

電
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た

の
か
。

　
　
　
　
　
　
町
内
の
街
灯

は
１
、
０
０
０
基
ほ
ど
あ

り
、
平
成
22
年
に
電
球
の

交
換
と
し
て
、
エ
バ
ー
ラ

イ
ト
へ
の
省
電
力
化
の
工

事
を
２
０
０
基
弱
行
っ
て

い
る
。
平
成
23
年
、
平
成

24
年
と
交
換
等
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
網
走
川
に
か

か
る
橋
の
電
灯
を
半
減
す

る
こ
と
に
よ
り
、
節
電
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

街
灯
に
つ
い
て
も
今
後
少

し
ず
つ
で
も
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

松
田
委
員

建
設
課
長

【
職
員
の
採
用
関
係
】

　
　
　
　
　
　
合
併
時
に
１

７
０
人
以
上
い
た
職
員
が

今
は
１
４
０
人
弱
に
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
職
員

の
採
用
の
考
え
方
等
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
定
員
適
正
化

計
画
に
よ
る
と
平
成
27
年

度
ま
で
に
１
３
２
人
に
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
１

３
２
人
と
い
う
数
が
果
た

し
て
い
い
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
平
成
25
年
度
に
少

し
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
職

員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

そ
の
中
で
適
正
に
職
場
の

事
務
が
滞
ら
な
い
よ
う
、

ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

【
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
助
成

金
関
係
】

　
　
　
　
　
　
軽
度
生
活
援

助
事
業
の
除
雪
サ
ー
ビ
ス

助
成
金
に
つ
い
て
、
あ
ま

り
応
募
が
な
い
と
聞
い
て

い
る
が
、
事
業
内
容
が
高

齢
者
に
届
い
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
平
成
23
年
度

は
周
知
の
部
分
で
ま
だ
理

齋
藤
委
員

総
務
課
長

品
田
委
員

福
祉
課
長

解
が
及
ん
で
い
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
３
件
と
い
う

実
績
で
あ
る
が
、
平
成
24

年
度
は
す
で
に
22
件
の
申

し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
児
童
セ
ン
タ
ー
等
の
業
務

委
託
関
係
】

　
　
　
　
　
　
児
童
セ
ン
タ

ー
、
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業

務
委
託
を
、
青
少
年
育
成

協
会
に
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
委
託
の
目
的
と
、

雇
用
さ
れ
て
い
る
職
員
の

待
遇
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
平
成
25
年
度

よ
り
業
務
委
託
を
す
る
予

定
で
、
委
託
す
る
こ
と
に

よ
り
、
職
員
の
方
の
勤
務

時
間
や
賃
金
の
確
保
、
ま

た
は
複
数
人
数
に
よ
る
見

守
り
な
ど
、
働
い
て
い
る

方
、
利
用
さ
れ
る
方
、
両

方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

【
Ａ
Ｅ
Ｄ
助
成
関
係
】

　
　
　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
導
入

に
係
る
助
成
金
が
予
算
計

上
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

が
。

品
田
委
員

福
祉
課
長

品
田
委
員

　
　
　
　
　
　
昨
年
は
、
１

件
10
万
円
の
助
成
で
４
件

分
計
上
し
て
い
た
が
、
１

件
の
実
績
に
と
ど
ま
り
、

お
伺
い
し
て
も
取
組
を
さ

れ
な
い
と
い
う
の
が
あ
り
、

平
成
25
年
度
は
計
上
を
見

送
っ
た
。

【
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

払
対
策
関
係
】

　
　
　
　
　
　
減
農
薬
及
び

有
機
栽
培
等
で
で
き
た
作

物
が
、
ど
の
よ
う
な
認
証

を
与
え
ら
れ
て
流
通
さ
れ

る
の
か
、
差
別
化
さ
れ
て

市
場
に
で
る
の
か
、
お
聞

き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
国

の
基
準
、
ま
た
北
海
道
の

基
準
に
従
っ
た
作
物
を
つ

く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

決
ま
り
が
あ
り
、
販
売
に

あ
た
っ
て
は
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
等
、
そ
れ
ぞ
れ
認
可
さ

れ
た
中
で
、
指
定
さ
れ
て

い
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
使
っ

て
市
場
で
販
売
を
し
て
い

る
。

【
公
有
財
産
の
取
得
】

　
　
　
　
　
　
昭
和
地
区
の

公
有
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
、
社
会
教
育
事
業
支
援

総
務
課
長

品
田
委
員

産
業
課
長

品
田
委
員

一
般
会
計
歳　出

一
般
会
計
歳　入

元気よく書き初めをする子どもたち（めちゃいるど館）
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施
設
と
聞
い
て
い
る
が
、

利
活
用
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
意
見
も
絡
め

て
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
感
じ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
自
治
基
本
条

例
に
あ
る
町
民
意
見
の
公

募
制
度
な
ど
が
あ
る
が
、

こ
の
と
こ
ろ
に
照
ら
し
合

わ
せ
た
中
で
、
今
回
に
つ

い
て
は
そ
の
要
綱
に
該
当

す
る
も
の
で
は
な
い
と
判

断
し
、
予
算
と
あ
わ
せ
て

そ
の
考
え
方
を
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
く
手
順
を
と
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
。

【
元
気
づ
く
り
応
援
事
業
補

助
金
関
係
】

　
　
　
　
　
　
こ
の
補
助
金

は
平
成
23
年
度
か
ら
と
思

う
が
、
今
ま
で
に
ど
の
よ

う
な
方
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
さ
れ
て
き
た
の
か
、

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
24
年

度
に
つ
い
て
は
８
つ
の
団

体
か
ら
申
請
が
あ
り
、
例

え
ば
、
地
域
産
品
を
使
っ

た
ハ
ム
等
を
つ
く
る
地
場

産
品
振
興
事
業
や
、
文
化

団
体
協
議
会
か
ら
は
い
ろ

い
ろ
な
歌
謡
シ
ョ
ー
の
開

催
に
つ
い
て
の
申
請
が
あ

町
　
　長

植
田
委
員

総
務
課
参
事

っ
た
。

【
ひ
が
し
も
こ
と
乳
酪
館
管

理
費
関
係
】

　
　
　
　
　
　
乳
製
品
加
工

研
究
所
冷
却
装
置
取
替
工

事
で
、
熟
成
室
の
整
備
と

聞
い
て
い
る
が
、
こ
れ
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
る
考

え
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
の

内
容
に
つ
い
て
、
ひ
が
し

も
こ
と
乳
酪
館
と
も
う
一

つ
、
東
藻
琴
乳
製
品
加
工

研
究
所
と
い
う
施
設
が
あ

り
、
そ
こ
の
熟
成
室
が
１

室
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、

使
え
る
よ
う
に
し
、
新
商

品
の
開
発
と
い
う
こ
と
で

使
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

【
自
治
会
活
動
関
係
】

　
　
　
　
　
　
各
地
区
そ
れ

ぞ
れ
高
齢
化
率
が
非
常
に

上
が
っ
て
い
て
、
自
治
会

単
位
で
も
自
治
会
長
を
含

む
役
員
な
ど
を
選
出
す
る

の
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
社
会
福
祉
協

議
会
等
の
団
体
を
通
し
て

連
携
の
上
、
活
動
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

植
田
委
員

産
業
建
設
課
長

深
川
委
員

　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
協

議
会
や
役
場
職
員
、
さ
ら

に
は
地
域
担
当
職
員
な
ど
、

地
域
の
中
だ
け
で
は
困
難

な
事
例
な
ど
が
出
た
折
に

は
、
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
町
民
の
生
活
に

奉
仕
す
る
町
の
職
員
と
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
か

か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。

【
光
フ
ァ
イ
バ
ー
関
係
】

　
　
　
　
　
　
本
庁
舎
と
東

藻
琴
総
合
支
所
を
光
フ
ァ

イ
バ
ー
で
結
ん
で
い
る
と

思
う
が
、
ル
ー
ト
に
つ
い

て
、
一
部
ほ
か
の
自
治
体

を
通
っ
て
行
っ
て
い
る
。

災
害
等
が
起
き
た
場
合
、

管
理
の
面
で
何
か
不
都
合

が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
一
部
網
走
市

を
通
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
最
短
距
離
で
い
く
こ
と

と
、
独
自
の
電
柱
を
立
て

る
と
か
な
り
高
額
な
事
業

費
が
か
か
る
こ
と
、
こ
の

よ
う
な
も
の
を
考
慮
し
た

も
の
で
あ
る
。

【
町
有
林
関
係
】

　
　
　
　
　
　
町
有
林
の
会

計
に
つ
い
て
、
益
と
な
っ

町
　
　長

勝
田
委
員

総
務
課
長

勝
田
委
員

て
い
る
か
、
ま
た
は
損
失

と
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
適
期
で
切
っ

て
販
売
を
す
る
と
、
そ
の

時
代
に
よ
り
か
な
り
浮
き

沈
み
が
あ
る
。
益
が
あ
る

か
な
い
か
は
答
え
に
く
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
関
係
】

　
　
　
　
　
　
浄
化
槽
設
置

の
補
助
金
に
つ
い
て
、
女

満
別
地
区
と
東
藻
琴
地
区

で
若
干
の
違
い
が
あ
る
と

思
う
が
何
か
。

　
　
　
　
　
　
女
満
別
地
区

で
は
、
設
置
さ
れ
た
浄
化

槽
に
対
し
て
使
用
料
を
い

た
だ
き
、
設
置
の
段
階
で

受
益
者
分
担
金
を
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
東
藻
琴
地

区
で
は
個
人
で
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
て
い
る
方
に
補

助
を
出
す
、
と
い
う
違
い

が
あ
っ
た
が
、
合
併
の
折
、

個
人
で
設
置
す
る
浄
化
槽

に
対
し
て
補
助
を
す
る
と

い
う
方
向
に
転
換
し
て
い

る
。

【
社
会
教
育
支
援
施
設
関

係
】

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
支

援
施
設
の
た
め
の
土
地
購

産
業
課
長

小
島
委
員

建
設
課
長

小
島
委
員

入
と
公
有
財
産
の
購
入
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
団

体
か
ら
実
際
問
題
21
時
以

降
も
使
い
た
い
と
い
う
希

望
が
出
て
く
る
こ
と
と
は

思
う
が
、
今
後
の
管
理
上

の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い
状
態

で
管
理
の
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。
い

ろ
い
ろ
な
団
体
の
使
用
に

つ
い
て
も
、
ど
の
団
体
ま

で
使
え
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
形
で
や
っ
て
い
く
の

か
、
青
年
団
体
と
協
議
し

な
が
ら
決
め
て
い
き
た
い
。

【
教
育
文
化
合
宿
補
助
金
関

係
】

　
　
　
　
　
　
20
年
近
く
合

宿
に
来
ら
れ
た
日
本
体
育

大
学
が
、
新
聞
に
よ
る
と

網
走
市
に
大
学
の
関
連
施

設
を
つ
く
る
と
い
う
報
道

が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
わ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
報
道
で
日
本

体
育
大
学
が
網
走
市
に
特

別
支
援
学
校
を
開
設
す
る

と
承
知
し
て
い
る
が
、
従

生
涯
学
習
課
参
事

小
島
委
員

教
育
長

来
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
合
宿
を
通
じ
て
、
大
学

の
皆
さ
ん
と
は
親
し
く
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
て
、

引
き
続
き
こ
の
ご
縁
を
大

事
に
し
な
が
ら
、
支
援
す

べ
き
と
こ
ろ
は
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
女
満
別
龍
舞
隊
関
係
】

　
　
　
　
　
　
元
気
づ
く
り

応
援
事
業
に
よ
る
補
助
で

あ
る
が
、
果
た
し
て
団
体

の
成
長
と
運
営
に
と
っ
て
、

こ
の
形
で
十
分
な
の
か
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成

24
年
度
か
ら
、
自
立
を
し

て
町
の
活
性
化
あ
る
い
は

各
市
町
村
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
に
出
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
、

教
育
関
係
の
予
算
か
ら
元

気
づ
く
り
応
援
事
業
の
予

算
に
移
っ
て
い
る
。

小
島
委
員

生
涯
学
習
課
参
事

　
　
総
括
質
疑

【
財
政
運
営
に
つ
い
て
】

　
　
　
　
　
　
確
実
な
財
政

運
営
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

公
平
で
公
正
な
事
業
執
行
、

法
令
遵
守
を
建
前
と
す
る

執
行
に
心
が
け
る
こ
と
、

ま
た
、
合
併
後
、
そ
ろ
そ

ろ
統
一
基
準
を
も
っ
て
、

ま
さ
に
融
合
し
た
大
空
町

と
し
て
一
体
化
す
る
よ
う
、

今
後
こ
れ
を
踏
ま
え
て
進

小
島
委
員

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
合
併
を
し
て

平
成
25
年
度
は
８
年
目
を

迎
え
る
と
い
う
中
に
あ
っ

て
、
一
つ
一
つ
の
事
例
、

超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
は
違
う

が
、
統
一
基
準
と
い
う
も

の
を
今
後
説
明
す
る
場
面

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
う
の
で
、
こ
れ
ら
に
臆

す
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

町
　
　長

三百才バレーの様子

総
括
質
疑

チーズとワインの夕べ（ひがしもこと乳酪館）
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【各会計補正予算】
　　平成24年度の事業執行状況による過不足精査を主な内容とする補正予算が決定しました。
◆一般会計：予算総額4億4,542万円増の85億2,569万円　

≪一般会計補正予算の主な内容≫
【歳　　入】
●農業基盤整備事業分担金� △1,742万円
●子ども手当・児童手当負担金�△1,017万円
●農林水産業費国庫補助金� ＋1億3,349万円
●中学校費補助金� +6,453万円
●社会資本整備総合交付金� ＋1億6,152万円
●学校教育施設建設基金繰入金�△1,288万円

【歳　　出】
●東藻琴診療所管理運営費� △171万円
●住宅リフォーム促進事業補助金� △139万円
●情報公開及び個人情報保護審査会委員報酬
� △2.8万円
●朝日ヶ丘公園管理費� △17万円
●町営住宅維持補修事業� △235万円
●古梅地区基幹水利施設整備工事� ＋5,200万円
●農業体質強化基盤整備促進事業補助金
� ＋1億1,025万円
●３丁目線歩道整備工事� ＋1,420万円
●５丁目線歩道整備工事� ＋2,530万円
●町営住宅建設工事� ＋4,808万円
●東藻琴中学校大規模改修工事　
� ＋1億1,087万円

◆国民健康保険事業特別会計：予算総額945万円増の11億7,189万円
◆後期高齢者医療特別会計：予算総額390万円増の1億348万円
◆介護保険事業勘定特別会計：予算総額4,239万円増の６億5,147万円
◆介護サービス事業勘定特別会計：予算総額4万円減の854万円

◆簡易水道事業特別会計：予算総額823万円減の3億６,322万円
◆下 水 道 事 業 特 別 会 計：予算総額2,838万円減の3億4,143万円
◆個別排水処理事業特別会計：予算総額６8万円減の2,9６2万円 

〔
東
藻
琴
診
療
所
管
理
運
営

費
〕

　
　
　
　
　
　
備
品
購
入
費

の
執
行
残
に
よ
る
減
に
つ

い
て
、
詳
し
い
中
身
を
お

聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ッ
ク

ス
線
の
画
像
読
取
装
置
等

の
備
品
の
購
入
で
、
入
札

に
よ
る
執
行
残
の
余
り
で

あ
る
。

〔
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
補
助
金
〕

　
　
　
　
　
　
好
評
だ
と
伺

っ
て
い
た
が
、
募
集
後
、

応
募
が
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
執
行
残
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
本
申
請
後
、

４
件
の
方
が
辞
退
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
、
補
助
金
の

減
で
あ
る
。

〔
情
報
公
開
及
び
個
人
情
報

保
護
審
査
会
委
員
報
酬
〕

　
　
　
　
　
　
審
査
会
は
何

回
開
か
れ
た
の
か
。
ま
た
、

案
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
審
査
会
は
１

回
の
開
催
。
特
に
案
件
は

な
か
っ
た
が
、
情
報
公
開

小
島
議
員

住
民
福
祉
課
長

小
島
議
員

産
業
課
長

品
田
議
員

総
務
課
長

質
疑
と
答
弁

（
補
正
予
算
関
係
）

に
関
す
る
研
修
や
施
設
等

の
見
学
を
行
っ
て
い
る
。

〔
朝
日
ヶ
丘
公
園
管
理
費
〕

　
　
　
　
　
　
芝
張
り
の
工

事
に
つ
い
て
、
こ
の
芝
は

ど
こ
の
業
者
か
ら
で
あ
っ

た
の
か
。
ま
た
、
コ
ー
ス

の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
の
要

望
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
対
応
で
き
る
形
で
工
事

に
踏
み
切
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
道
東
の
芝
の

業
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
芝
の
張
り
か
え
工

事
は
４
ホ
ー
ル
あ
り
、
３

カ
年
で
計
画
し
て
い
る
。

〔
町
営
住
宅
維
持
補
修
事

業
〕

　
　
　
　
　
　
町
営
住
宅
の

風
呂
設
置
工
事
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
工
事
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
住
宅

に
浴
槽
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
に
設
置
す
る

と
い
う
も
の
で
、
退
去
さ

れ
た
後
に
、
浴
槽
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
住
宅
に
、

浴
槽
と
配
管
を
設
置
す
る

と
い
う
工
事
で
あ
る
。

【
人
事
案
件
に
同
意
】

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
、

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
及

び
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委

品
田
議
員

産
業
課
長

品
田
議
員

住
民
課
長

員
会
委
員
の
選
任
に
賛
同
し

ま
し
た
。

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

　
　
百
武　
美
智
子　
氏

（
女
満
別
栄
町
）

〔
教
育
委
員
会
委
員
〕

　
　
相
馬　
隆　
氏

（
女
満
別
眺
湖
台
）

〔
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委

員
会
委
員
〕

　
　
田
村　
昌
文　
氏

（
常
呂
郡
置
戸
町
）

●
国
に
対
し
て
要
望
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
（
内
容

は
Ｐ
26
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。）。

議
会
提
出
案
件

条
例
制
定

【
暴
力
団
排
除
条
例
】

　
町
で
は
、
暴
力
団
排
除
に

関
す
る
基
本
理
念
と
し
て
、

①
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
こ
と
、

②
暴
力
団
に
資
金
を
提
供
し

な
い
こ
と
、
③
暴
力
団
を
利

用
し
な
い
こ
と
、
の
３
点
と

し
、「
暴
力
団
排
除
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
不
当
要
求
行
為

等
の
防
止
に
関
す
る
要
綱
が

基
礎
に
な
っ
て
暴
力
団
排
除

条
例
が
あ
る
と
い
う
認
識
だ

が
、
不
当
要
求
行
為
等
防
止

委
員
会
を
開
い
た
こ
と
が
あ

る
か
ど
う
か
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
平
成
18
年
制
定

以
降
、
要
綱
に
基
づ
く
会
議

は
開
か
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
こ
の
条
例
に
つ

い
て
、
暴
力
団
員
か
ら
職
員

に
対
し
て
不
当
な
要
求
行
為
、

暴
力
等
が
あ
っ
た
場
合
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
る
。

条
例
制
定

【
町
道
に
お
け
る
構
造
上
の

技
術
的
基
準
を
定
め
る
条

例
】

　

地
域
主
権
一
括
法
（
※
）

に
よ
る
道
路
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
道
路
の
つ
く
り
方

や
必
要
な
施
設
な
ど
、
町
道

の
構
造
に
関
す
る
基
準
に
つ

い
て
、
町
の
実
情
に
応
じ
た

町
独
自
の
基
準
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
植
樹
帯
の
植
栽

に
つ
い
て
、
樹
種
の
選
定
や

樹
木
の
配
置
等
を
適
切
に
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
は
空
港
線
、
町
道

で
な
い
か
ら
該
当
し
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
雪
を
置
く

場
所
と
樹
種
の
関
係
で
交
通

の
支
障
に
な
る
と
い
う
意
見

が
あ
る
の
で
、
こ
の
条
例
を

適
用
し
、
も
う
少
し
適
切
に

管
理
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

住
民
課
長

勝
田
議
員

　
　
　
　
　
植
樹
帯
を
設
け

て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
今

後
こ
の
規
定
が
町
の
規
定
と

な
る
の
で
、
町
道
に
植
樹
帯

を
設
け
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

十
分
注
意
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

条
例
制
定

【
女
満
別
高
等
学
校
生
徒
寄

宿
舎
条
例
】

　
女
満
別
高
等
学
校
へ
進
学

す
る
機
会
を
確
保
し
、
高
等

学
校
教
育
の
充
実
及
び
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
通
学
に
困
難
な
事
情

の
あ
る
生
徒
の
た
め
、
寄
宿

舎
を
設
置
し
ま
す
。
居
室
１

カ
月
で
一
人
当
た
り
１
万
４

０
０
０
円
と
定
め
て
い
ま
す
。

助
成
拡
大

【
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成

対
象
の
見
直
し
】

　
乳
幼
児
等
の
保
健
の
向
上

と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
小
学
校
入
学
前

の
乳
幼
児
に
対
し
て
は
、
入

院
と
外
来
の
医
療
費
、
小
学

生
に
対
し
て
は
、
入
院
の
医

療
費
を
、
受
給
者
が
負
担
す

べ
き
基
本
利
用
料
等
か
ら
控

除
し
た
額
を
助
成
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
、「
小
学
生
の

建
設
課
長

外
来
の
医
療
費
」
が
新
た
に

助
成
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
制
定

【
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

設
置
に
関
す
る
条
例
】

　
近
年
の
鳥
獣
に
よ
る
農
林

水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
深

刻
化
、
鳥
獣
駆
除
の
担
い
手

で
あ
る
狩
猟
者
の
減
少
、
高

齢
化
な
ど
が
進
ん
で
い
る
こ

と
に
よ
り
、
国
の
鳥
獣
被
害

防
止
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

「
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
を

策
定
し
、
町
、
農
協
、
猟
友

会
で
組
織
す
る
協
議
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
平
成
２
５
年

度
に
は
、「
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
」
を
設
置
し
、
一
斉

駆
除
の
実
施
な
ど
、
被
害
防

止
対
策
の
一
層
の
充
実
強
化

を
図
り
ま
す
。

計
画
の
一
部
変
更

【
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

村
計
画
に
お
け
る
事
業
計
画

の
一
部
変
更
】

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
事
業
計
画
の
う

ち
、
東
藻
琴
中
央
会
館
の
整

備
に
つ
い
て
、
既
存
の
施
設

で
賄
う
と
い
う
議
論
は
あ
っ

た
の
か
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
の
施

品
田
議
員

住
民
福
祉
課
長

設
も
あ
る
が
、
時
間
的
な
制

約
が
あ
り
、
ま
た
、
中
央
会

館
が
老
朽
化
し
て
い
て
、
自

治
会
活
動
等
に
支
障
が
あ
る

た
め
、
建
て
替
え
を
す
る
も

の
で
あ
る
。

条
例
制
定

【
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
等
の
基
準

を
定
め
る
条
例
】

　

地
域
主
権
一
括
法
（
※
）

に
よ
る
介
護
保
険
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

運
営
に
必
要
な
職
員
の
配
置

基
準
等
を
、
町
の
条
例
で
定

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
小
規
模
施
設
の

職
員
の
兼
務
基
準
に
つ
い
て
、

実
態
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
る
か
。

　
　
　
　
　
国
で
「
従
う
べ

き
基
準
」
と
し
て
定
め
ら
れ

て
お
り
、
町
で
独
自
に
基
準

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

条
例
制
定

【
町
営
住
宅
の
整
備
基
準
を

定
め
る
条
例
】

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
住
居
者
同
士
の

騒
音
問
題
な
ど
、
条
例
の
整

備
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
事

小
島
議
員

福
祉
課
長

小
島
議
員

例
は
解
消
さ
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
今
後
気
を
つ
け

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

条
例
の
一
部
改
正

【
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正
】

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
都
市
公
園
の
長

寿
命
化
計
画
と
の
関
係
は
。

　
　
　
　
　
計
画
の
対
象
は
、

現
在
公
園
の
中
に
あ
る
施
設

に
つ
い
て
で
あ
り
、
今
後
都

市
公
園
で
整
備
を
す
る
場
合

に
、
こ
の
条
例
の
基
準
に
よ

り
整
備
し
て
い
く
。

　
建
設
課
長

品
田
議
員

建
設
課
長「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための

関係法律の整備に関する法律」のことで、多くの法律を一括して改正し、
地方自治体の自主性強化、自由度拡大のため、義務づけや枠づけ、
特に施設設置管理などでは、従来国が定めていた基準のいくつかが
地方自治体の条例で規定されるなどといった見直しがされます。

※�議案に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。
詳細は議会ホームページ、両地区図書館で閲覧できる「会
議録」をごらんください。

※�議案に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。

平成25年度予算のほか、
本定例会で決定した主な内容を

お知らせします。

一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ（※）（※）（※）（※）（※）（※）（※）（※）（※）（※）（※） 地域主権一括法
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（一般質問６名）（一般質問６名）

町政を問う！ 平成25年第1回定例会
では、6人の議員から町
の施策などに関する一
般質問が行われました。
※ 質問、答弁の内容は、要約して

掲載しています。詳細は議会ホー
ムページ及び両地区図書館で閲
覧できる会議録をごらんください。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
自
治
基
本
条

例
に
お
け
る
町
民
主
体
の

原
則
は
、
他
の
基
本
原
則

で
あ
る
、
情
報
共
有
、
参

加
、
協
働
の
基
礎
と
な
る

も
の
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
方
に
つ
い
て
お
示

し
願
い
た
い
。
ま
た
、
自

治
推
進
委
員
会
の
設
置
や

町
民
意
見
の
公
募
制
度
の

周
知
な
ど
、
条
例
施
行
後

の
推
進
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
は
進
ん
で
い
る
か
。
自

治
推
進
委
員
会
の
検
証
範

囲
に
議
会
基
本
条
例
は
入

っ
て
い
る
か
。

一般質問通告項目①

町民主体の原則とは何か
品田　好博　議員

一般質問通告項目②

芝桜公園温室イチゴハウス
残留農薬事件について

品田　好博　議員

一般質問通告項目③

乗合タクシー試験運行事業の
中間報告の問題点

品田　好博　議員

町
長

　
　
　
　
町
民
主
体
の
行
政

運
営
の
た
め
、
町
政
懇
談

会
と
い
う
形
で
取
り
組
ま

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

自
治
推
進
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
は
す
で
に
規
則

を
整
備
し
た
が
、
具
体
的

な
人
選
等
に
つ
い
て
は
こ

れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

町
民
意
見
の
公
募
制
度
に

は
、
町
の
広
報
紙
等
で
も

順
次
、
意
見
募
集
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、

議
会
基
本
条
例
は
検
証
対

象
か
ら
除
か
れ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

自
治
基
本
条
例
施
行
後
の
状
況
は

具
体
的
な
も
の
は
今
後
検
討
し
て
い
く

問答

東
藻
琴
芝
桜
公
園
管
理
公
社
の
委
託
は

公
社
と
一
体
と
な
り
技
術
構
築
を
す
る

問答

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
対
象
と
は

要
綱
に
沿
っ
て
取
り
扱
い
を
行
う

問答品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
町
民
意
見
の

公
募
制
度
実
施
要
綱
第
３

条
（
※
）
に
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る

場
合
と
し
て
、
対
象
と
な

る
も
の
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
と
き

に
は
政
策
の
公
表
を
し
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

求
め
る
と
い
う
の
が
自
治

基
本
条
例
の
本
心
だ
と
思

う
が
。
こ
れ
に
つ
い
て
ど

う
お
考
え
か
。

う
お
考
え
か
。

町
長

　
　
　
　
要
綱
の
中
に
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
に
は
ど
の
よ
う

町政懇談会の様子

自治基本条例に基づき制定され、町民意見の公募（パブリック
コメント）に関して必要な事項を定めたもの。パブリックコメ
ントを実施するものとして、①総合計画など基本的な計画の策
定又は見直し、②町民に義務を課し、又は権利を制限すること
を内容とする条例の制定、改正及び廃止をするとき、③公の施
設の利用方法及び管理運営方法を決めるとき、④町の施設を新
設し、改良し、又は廃止するとき、などがある。

一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ一 口 メ モ（※）（※）（※）（※）（※）（※）（※）（※）（※）（※）

な
も
の
を
対
象

と
す
る
か
書
か

れ
て
い
る
。
あ

く
ま
で
こ
の
要

綱
に
沿
っ
て
取

り
扱
い
を
行
っ

て
い
く
。

【町民意見の公募制度実施要綱第３条】

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
市
場
に
流
れ

る
前
段
で
、
最
小
限
の
影

響
で
事
な
き
を
得
た
わ
け

だ
が
、
委
託
先
の
東
藻
琴

芝
桜
公
園
管
理
公
社
の
委

託
能
力
に
つ
い
て
、
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。

か
せ
願
い
た
い
。

町
長

　
　
　
　
昨
年
12
月
末
、
出

荷
間
近
の
イ
チ
ゴ
に
許
可

さ
れ
て
い
な
い
農
薬
が
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判

明
し
、
結
果
、
廃
棄
処
分

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
深

く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
う
。
こ
の
温
室
は
、

東
藻
琴
芝
桜
公
園
の
新
た

な
魅
力
づ
く
り
を
創
出
す

る
た
め
の
観
光
農
園
と
し

て
、
ま
た
、
障
が
い
を
持

つ
方
な
ど
の
就
労
の
場
と

し
て
整
備
を
し
、
活
用
し

て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
公

園
の
一
施
設
と
し
て
一
体

的
に
管
理
し
て
い
く
の
が

最
善
で
あ
る
と
い
う
判
断

の
も
と
、
平
成
24
年
度
か

ら
東
藻
琴
芝
桜
公
園
の
指

定
管
理
者
で
あ
る
、
芝
桜

公
園
管
理
公
社
に
業
務
委

託
を
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
町
と
し
て
も
東

藻
琴
芝
桜
公
園
管
理
公
社

と
し
て
も
、
イ
チ
ゴ
に
関

す
る
十
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
農
協
な
ど
か

ら
情
報
を
も
ら
い
な
が
ら
、

一
緒
に
な
っ
て
技
術
構
築

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
説
明
責
任
に
つ
い
て
】

【
説
明
責
任
に
つ
い
て
】

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
こ
の
件
に
関

す
る
町
民
に
対
す
る
説
明

責
任
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

う
に
お
考
え
か
。

町
長

　
　
　
　
こ
の
件
が
判
明
し

た
後
、
議
会
に
報
告
す
る

と
と
も
に
、
広
報
紙
に
も

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分

に
伝
わ
ら
な
い
部
分
が
あ

る
と
承
知
し
て
い
た
の
で
、

町
政
懇
談
会
や
町
民
の
方

が
集
う
会
合
等
に
お
い
て
、

直
接
状
況
を
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

【
夏
季
の
販
売
先
は
】

【
夏
季
の
販
売
先
は
】

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
平
成
24
年
４

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
の

イ
チ
ゴ
の
販
売
先
を
教
え

て
ほ
し
い
。

て
ほ
し
い
。

町
長

　
　
　
　

１
年
目
で
量
的
な

も
の
が
限
ら
れ
て
い
た
の

で
、
東
藻
琴
で
７
店
、
女

満
別
で
１
店
の
商
店
で
販

売
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
芝

桜
ま
つ
り
期
間
中
は
東
藻

琴
芝
桜
公
園
の
中
の
４
店

舗
で
販
売
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

【
試
験
運
行
の
中
間
報
告
に

つ
い
て
】

つ
い
て
】

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　

２
月
末
ま
で

の
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
試
験

運
行
事
業
の
中
間
報
告
の

あ
ら
ま
し
を
お
聞
か
せ
願

い
た
い
。

い
た
い
。

町
長

　
　
　
　
こ
の
試
験
運
行
事

業
は
、
ご
自
分
で
移
動
手

段
を
持
た
な
い
方
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
の

が
困
難
な
方
な
ど
の
、
支

援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

た
め
に
試
験
運
行
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
１

月
は
運
行
日
の
22
日
中
24

名
の
利
用
、
２
月
は
24
日

中
31
名
の
利
用
と
な
っ
て

い
る
。

【
運
行
区
と
運
行
区
近
隣
の

扱
い
方
は
】

扱
い
方
は
】

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
運
行
区
の
３

路
線
に
、
夕
陽
台
、
眺
湖

台
、
公
園
地
区
を
組
み
入

れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

た
の
か
。

町
長

　
　
　
　
運
行
区
近
隣
の
方

を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
い

う
議
論
は
あ
っ
た
が
、
農

村
地
区
の
と
こ
ろ
で
も
っ

と
利
用
が
あ
る
場
合
は
、

試験運行した乗合タクシー

近
隣
地
区
を
最
初
か
ら
取

り
込
む
と
、
農
村
地
区
の

方
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な

い
可
能
性
が
あ
り
、
当
初

の
時
点
で
３
路
線
と
い
う

区
切
り
で
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

○乗合タクシーの１月・２月の実績

目　　　的 通院、サークル、買い物
など

運　行　率 47％（22回／ 46回）

実利用者数 15名（述べ人数：55名）

登 録 者 数 ３０名
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町
長

　
　
　
　
現
状
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
会
の
会
員
の
方
か

ら
の
情
報
や
、
す
で
に
進

出
さ
れ
て
い
る
企
業
の
関

連
企
業
の
情
報
、
ま
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
町
の

状
況
な
ど
も
発
信
し
て
い

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
町
内
に
お
け

る
誘
致
企
業
の
現
況
に
つ

い
て
、
ま
た
、
空
港
を
有

す
る
町
と
し
て
、
実
際
に

一般質問通告項目

町政執行方針を受けて
中堀　君子　議員

一般質問通告項目①

地域防災計画について
齋藤　宏司　議員

一般質問通告項目②

企業誘致対策について
齋藤　宏司　議員

町
内
の
誘
致
企
業
の
状
況
は

地
域
振
興
上
、
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
る

問答

新
規
誘
致
企
業
の
見
通
し
は

情
報
収
集
し
、
誘
致
に
当
た
っ
て
い
き
た
い

問答

災
害
時
の
行
政
と
地
域
の
連
携
は

自
治
会
内
部
の
合
意
形
成
と
協
力
が
必
要

問答

温
室
イ
チ
ゴ
の
廃
棄
を
ど
う
考
え
る
か

深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る

問答

芝桜公園の運室イチゴ

中
堀
議
員

　
　
　
　
　
　
芝
桜
公
園
の

温
室
イ
チ
ゴ
の
廃
棄
に
つ

い
て
、
町
政
執
行
方
針
に

は
わ
ず
か
20
文
字
程
度
し

か
な
く
、
お
詫
び
も
な
け

れ
ば
姿
勢
も
見
え
な
い
。

町
民
に
対
し
て
納
得
の
い

く
説
明
が
あ
っ
て
然
る
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

町
長

　
　
　
　
出
荷
間
近
の
イ
チ

ゴ
を
、
使
用
許
可
さ
れ
て

い
な
い
農
薬
を
使
用
し
た

こ
と
が
判
明
し
、
廃
棄
処

分
す
る
こ
と
に
な
り
、
町

民
の
方
々
に
深
く
お
詫
び

を
申
し
上
げ
る
。
廃
棄
処

分
に
際
し
て
、
議
会
に
説

明
を
し
、
２
月
号
の
広
報

に
掲
載
し
て
、
ま
た
、
町

政
懇
談
会
に
お
い
て
町
民

の
方
々
に
お
詫
び
を
含
め

て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
政

執
行
方
針
に
つ
い
て
は
、

新
年
度
に
向
け
た
町
政
に

対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

や
新
年
度
の
事
業
、
予
算

が
中
心
と
な
っ
て
い
た
の

で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

具
体
的
な
表
現
と
い
う
こ

と
に
な
れ
な
か
っ
た
と
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。　

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
地
域
防
災
計

画
が
見
直
さ
れ
た
が
、
災

害
時
に
お
け
る
行
政
と
地

域
、
特
に
自
治
会
と
の
連

帯
、
対
応
と
課
題
に
つ
い

て
お
伺
い
し
た
い
。
ま
た
、

い
ざ
災
害
に
な
っ
た
場
合

の
手
引
書
み
た
い
な
も
の

を
、
行
政
で
対
応
で
き
な

い
か
。

い
か
。

町
長

　
　
　
　
大
空
町
は
過
去
に

大
き
な
災
害
は
な
く
、
防

災
に
対
す
る
意
識
が
低
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
今
回
防
災
計
画
を
大

幅
に
見
直
し
、
自
助
が
防

災
の
基
本
で
は
あ
る
が
、

共
助
の
考
え
方
を
醸
成
す

る
自
主
防
災
組
織
の
重
要

性
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
、
自
治
会
内
部
の

合
意
形
成
と
協
力
が
必
要

で
あ
る
が
、
現
在
設
立
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後

組
織
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
ま
た
、
計
画
に

沿
っ
て
町
民
の
方
々
に
近

い
と
こ
ろ
で
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
も
う
少
し

具
体
的
な
手
引
書
の
よ
う

な
も
の
を
、
今
後
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
安
否
情
報
シ

ス
テ
ム
の
利
用
に
向
け
て

の
課
題
と
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。

た
い
。

町
長

　
　
　
　
国
民
保
護
法
に
よ

る
も
の
で
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
る
。

安
否
情
報
シ
ス
テ
ム
の
課
題
と
は

地
域
の
方
の
協
力
が
必
要

問答

こ
の
情
報
は
、
避
難
所
に

避
難
し
て
い
る
方
、
ま
た
、

病
院
な
ど
で
負
傷
や
死
亡

が
確
認
さ
れ
て
い
る
方
、

な
ど
に
つ
い
て
は
対
応
で

き
る
が
、
そ
れ
以
外
は
対

応
で
き
な
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
方

保
し
て
い
く
こ
と
が
非
常

に
難
し
く
な
っ
て
い
て
、

あ
る
程
度
の
ま
と
ま
っ
た

人
数
を
雇
用
し
よ
う
と
す

る
場
合
、
募
集
の
人
員
が

集
ま
ら
な
い
と
い
う
現
象

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
新
規
誘
致
企

業
の
受
け
入
れ
に
よ
り
、

町
有
地
の
有
効
活
用
で
あ

っ
た
り
、
雇
用
、
節
電
対

策
な
ど
、
将
来
の
税
収
入

増
が
期
待
で
き
る
と
考
え

る
が
、
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

ボッシュ女満別テクニカルセンターを見学

の
情
報
を
漏
れ
な
く
収
集

す
る
た
め
に
は
、
地
域
の

方
の
安
否
情
報
の
相
互
提

供
と
い
う
も
の
が
必
要
と

な
り
、
自
治
会
の
力
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。

企
業
か
ら
誘
致
の
話
が
あ

っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

形
で
対
応
さ
れ
る
か
、
教

え
て
ほ
し
い
。

え
て
ほ
し
い
。

町
長

　
　
　
　
ボ
ッ
シ
ュ
女
満
別

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、

オ
ー
エ
ス
ラ
イ
ズ
、
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
女
満
別
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
、
北
海
道
畜
産

公
社
、
双
日
北
海
道
与
志

本
な
ど
が
進
出
し
て
い
て
、

地
域
の
雇
用
の
み
な
ら
ず
、

地
域
振
興
上
、
多
大
な
貢

献
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

企
業
の
誘
致
活
動
に
つ
い

て
は
、
工
場
や
宿
泊
施
設
、

研
修
施
設
等
の
新
増
設
に

対
し
て
固
定
資
産
税
相
当

額
の
助
成
を
行
っ
た
り
、

事
業
所
の
賃
貸
借
料
や
環

境
対
策
に
投
資
す
る
こ
と

を
基
準
と
し
て
助
成
策
を

と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
空

港
を
有
す
る
町
と
し
て
誘

致
の
話
が
あ
っ
た
際
、
今

地
域
の
中
で
労
働
力
を
確

が
起
き
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
う
。
町
と
し
て
は
地

域
に
お
け
る
環
境
の
優
位

さ
、
支
援
策
の
内
容
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　議長宛ての案内文書について
は、事前に公務などの日程調整
が必要になるため、必ず議会事
務局まで「持参」または「郵送」
でのお届をお願いします。

送り先：
〒099-2392
大空町女満別西3条4丁目1番1号
　大空町議会議長

（大空町議会事務局）宛

お  願  いお  願  い 請願・陳情をされる方へ（書式）例

○○○○○ ○印

（内容）

○○○○○○○○○○に
関する請願（陳情）

要旨 ○○○○○○○

理由 ○○○○○○○
○○○○○○。

平成　年　月　日

大空町議会議長 様
大空町○○○○○

（表紙）

請　願　書

（陳情書）

○○○○○○○○○に
関する

紹介議員○○○○○ ○印

※請願には紹介議員が必要ですが、陳情に
　紹介議員は不要です。

【お問い合わせ先】
　大空町議会事務局
　　0152-74-2111（内線266）

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成

24
年
度
は
町
の
情
報
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
作
成

も
し
て
い
る
の
で
、
私
自

身
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し

て
企
業
誘
致
に
当
た
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。
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松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
平
成
23
年
３

月
に
網
走
市
と
の
間
で
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
が
締

結
さ
れ
、
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ

た
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
、

町
民
の
方
へ
の
理
解
の
促

進
が
課
題
と
考
え
る
。
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
に
あ
た

り
、
今
日
ま
で
の
進
捗
状

況
と
課
題
と
成
果
に
つ
い

て
、
ま
た
、
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
懇
談
会
と
い
う
の
は
何

度
開
催
さ
れ
、
ど
の
よ
う

な
内
容
が
話
し
合
わ
れ
た

の
か
、
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

た
い
。

町
長

　
　
　
　
取
り
組
み
の
事
例

に
つ
い
て
、
ま
だ
多
く
は

施設の相互利用が実現され
れば、取組の意義がわかり
やすくなるのでは。

（女満別図書館）

一般質問通告項目①

網走刑務所住吉作業所用地
の活用について

松田　信行　議員
 
一般質問通告項目①

町政執行方針について
小島　一弘　議員

一般質問通告項目②

定住自立圏構想について
松田　信行　議員

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
平
成
24
年
度

に
地
域
づ
く
り
活
性
化
施

設
調
査
事
業
と
し
て
予
算

計
上
さ
れ
、
貴
重
な
資
源

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

の
可
能
性
を
探
る
た
め
、

地
域
資
源
の
調
査
が
実
施

さ
れ
た
が
、
調
査
方
法
と

結
果
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
。

た
い
。

町
長

　
　
　
　
総
面
積
５
０
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
う
ち
山
林
面

積
が
５
０
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
伐
採
作
業
所
や
水
田

の
開
墾
や
野
菜
な
ど
自
給

自
足
を
目
指
し
て
小
屋
を

整
備
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
広
大

な
土
地
を
利
用
で
き
な
い

か
網
走
刑
務
所
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
利
用
計
画
の

こ
と
、
購
入
す
る
と
な
る

と
一
括
が
基
本
前
提
と
な

る
、
な
ど
の
答
え
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年

度
に
調
査
委
託
に
よ
り
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
業
務

内
容
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
資
源
が
存
在
す
る

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
自
治
基
本
条

例
制
定
に
よ
り
、
町
民
の

方
の
意
識
が
ど
う
変
わ
る

か
、
情
報
共
有
と
広
報
の

観
点
か
ら
お
聞
き
し
た
い
。

ま
た
、
具
体
的
に
イ
チ
ゴ

廃
棄
問
題
に
つ
い
て
、
対

応
が
遅
れ
て
い
た
と
は
思

わ
な
い
が
、
広
報
に
お
知

ら
せ
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

内
容
的
に
お
詫
び
が
書
い

て
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
危

機
意
識
が
な
い
と
い
う
指

摘
が
強
か
っ
た
よ
う
に
受

け
と
め
て
い
る
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
広
報
の
あ
り
方

に
な
っ
た
の
か
。

に
な
っ
た
の
か
。

町
長

　
　
　
　
自
治
基
本
条
例
の

基
本
原
則
の
う
ち
、
情
報

の
共
有
は
、
き
っ
か
け
を

つ
く
る
上
で
大
切
な
も
の

で
あ
り
、
町
が
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
町
民
の
方
々
に

提
供
し
、
情
報
を
知
る
こ

と
に
よ
り
、
次
の
行
動
と

い
う
形
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
て
く
る
、
こ
れ
が
原
則

の
狙
う
べ
き
と
こ
ろ
と
考

自
治
基
本
条
例
制
定
に
よ
り
、

町
民
の
方
の
意
識
が
ど
う
変
わ
る
か

情
報
の
共
有
が
次
の
行
動
と
な
っ
て

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

問答

地
域
資
源
の
調
査
の
方
法
は

資
源
の
活
用
方
策
な
ど
、
今
後
の
課
題
を
整
理
す
る

問答

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
状
況
は

多
く
は
な
い
が
、提
携
を
結
ん
で
い
る

問答

か
、
ど
の
よ
う
な
資
源
や

用
地
の
特
性
を
活
か
し
た

活
用
方
策
が
あ
る
か
、
地

域
活
性
化
に
及
ぼ
す
影
響

や
経
済
効
果
な
ど
、
今
後

話
を
進
め
て
い
く
上
で
の

課
題
を
整
理
す
る
も
の
で

あ
る
。
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
内
部
に
お
け
る
検

討
を
踏
ま
え
て
、
町
民
の

方
々
な
ど
に
説
明
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

【
町
民
探
索
会
の
取
り
組
み
は
】

【
町
民
探
索
会
の
取
り
組
み
は
】

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
平
成
25
年
度

予
算
に
お
い
て
、
町
民
探

索
会
ガ
イ
ド
業
務
委
託
料

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
　
刑
務
所
用
地
に
つ

い
て
、
町
民
の
方
々
ほ
と

ん
ど
が
ご
存
じ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
動
植

物
に
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
ガ
イ
ド
を
一
人
お
願
い

し
、
適
切
な
時
期
を
想
定

し
て
、
そ
の
地
域
を
探
索

す
る
会
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

な
い
が
、
緊
急
医
療
体
制

の
維
持
確
保
対
策
と
し
て
、

緊
急
運
搬
体
制
の
中
で
の

財
政
負
担
に
つ
い
て
網
走

市
の
医
師
会
と
合
意
に
至

っ
て
い
る
も
の
や
、
両
市

町
の
職
員
の
合
同
研
修
会

な
ど
、
提
携
を
結
ん
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
町
民
の
方
へ
の

理
解
と
い
う
観
点
で
は
、

図
書
館
の
連
携
な
ど
、
生

活
の
中
か
ら
実
感
し
て
い

た
だ
く
よ
う
な
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
思
う
の
で
、

そ
の
よ
う
な
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
る
。

総
務
課
参
事

　
　
　
　
　
　
　
懇
談
会
は

年
２
回
開
催
し
て
お
り
、

内
容
は
両
市
町
に
あ
る
施

設
の
相
互
利
用
が
で
き
な

い
か
、
今
担
当
者
同
士
で

検
証
を
進
め
て
い
る
段
階

で
あ
る
。

【
事
業
内
容
と
そ
の
整
合
性

は
】
は
】

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
に
あ
た
り
、
網
走

市
及
び
大
空
町
に
お
い
て
、

予
算
措
置
を
伴
う
事
業
内

容
と
そ
の
整
合
性
に
つ
い

て
お
伺
い
し
た
い
。

て
お
伺
い
し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
財
政
的
な
も
の
の

考
え
方
に
つ
い
て
、
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
事

業
の
総
事
業
費
の
内
数
と

し
て
、
１
０
０
０
万
円
を

限
度
に
特
別
交
付
税
が
措

置
さ
れ
る
と
い
う
状
況
で

あ
る
。
な
の
で
、
こ
の
事

業
に
い
く
ら
と
い
う
よ
う

な
割
り
振
り
方
は
し
て
お

ら
ず
、
総
体
と
し
て
１
０

０
０
万
円
の
上
乗
せ
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
】

【
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
】

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
定
住
自
立
圏

に
つ
い
て
、
今
後
の
取
組

や
抱
負
に
つ
い
て
お
伺
い

し
た
い
。

し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
医
療
や
福
祉
、
生

活
基
盤
、
観
光
や
産
業
と

い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
を
お

互
い
に
補
完
し
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
施

設
の
相
互
利
用
な
ど
が
実

現
さ
れ
れ
ば
、
取
組
の
意

義
が
わ
か
り
や
す
く
な
る

の
で
は
と
思
う
。

え
て
い
る
。
広
報
紙
に
つ

い
て
は
、
わ
か
り
や
す
く

読
み
や
す
い
紙
面
と
す
る

た
め
、
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

取
り
入
れ
て
改
善
を
図
っ

て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
機

会
を
捉
え
な
が
ら
、
情
報

提
供
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
イ
チ
ゴ
廃
棄

問
題
に
係
る
広
報
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度

状
況
や
対
応
方
針
が
決
ま

っ
て
か
ら
町
民
の
方
々
に

お
知
ら
せ
す
る
と
考
え
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
結
果
的

に
情
報
や
広
報
で
の
記
載

が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
と
い
う
こ
と
で
お
詫
び

申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

広
報
に
載
せ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
も
、
今
後
十
分

配
慮
し
た
言
い
回
し
や
記

載
の
仕
方
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
が
、
本
町
の
農
業
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た

ら
す
か
、
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。

た
い
。

町
長

　
　
　
　
農
業
、
さ
ら
に
は

地
域
社
会
そ
の
も
の
の
崩

壊
に
つ
な
が
る
と
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
反
対
の
主
張
を
従
来
ず

っ
と
掲
げ
て
い
る
。
本
町

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
影
響
は

し
っ
か
り
と
農
業
対
策
を
講
じ
る

問答

の
農
業
は
、
米
や
小
麦
、

乳
製
品
、
砂
糖
、
で
ん
粉

な
ど
、
多
く
の
関
税
品
目

を
抱
え
て
お
り
、
し
っ
か

り
と
し
た
農
業
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
、
大
き
な
農

産
物
を
生
産
し
て
い
る
国

と
の
競
争
に
は
な
り
得
な

い
と
考
え
て
い
る
。

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
そ
ら
っ
き
ー

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
つ
い

て
、
加
盟
団
体
を
増
や
す

こ
と
が
大
事
な
肝
で
あ
り
、

指
定
管
理
者
や
営
利
業
者

な
ど
、
行
政
サ
イ
ド
か
ら

働
き
か
け
を
す
る
と
一
層

進
む
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町

村
等
で
は
延
長
す
る
と
い

う
動
き
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
延
長
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
店
舗

版
と
し
て
、
店
舗
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
事
業
の
取
組
も
将

来
構
想
と
し
て
は
あ
る
か
。

来
構
想
と
し
て
は
あ
る
か
。

町
長

　
　
　
　
め
ま
ん
べ
つ
産
業

開
発
公
社
は
す
で
に
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
を
発
行
い
た

だ
い
て
お
り
、
今
後
も
拡

充
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
は
３
年
間
と
し

て
一
区
切
り
つ
け
さ
せ
て

い
た
だ
く
が
、
た
く
さ
ん

商
工
振
興
策
の
今
後
の
展
望
は

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
等
拡
充
に
つ
い
て
取
り
組
み
た
い

問答
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一般質問通告項目②

教育行政の基本的な
考え方について

小島　一弘　議員

 【
教
育
行
政
の
執
行
方
針
】

【
教
育
行
政
の
執
行
方
針
】

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
管
内
18
町
村

の
う
ち
15
町
村
が
す
で
に

提
案
済
み
と
の
こ
と
だ
が
、

ぜ
ひ
と
も
実
現
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
　
町
政
執
行
方
針
で

教
育
分
野
に
つ
い
て
も
触

れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な

対
応
で
や
っ
て
き
た
の
で

教
育
委
員
会
の
中
に
は
遠

慮
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。

か
と
感
じ
て
い
る
。

教
育
長

　
　
　
　
　
内
容
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
と
研
究
を
し
、

ま
た
そ
の
時
期
に
つ
い
て

は
教
育
委
員
会
会
議
に
お

い
て
検
討
し
て
内
容
を
詰

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
豊
住
小
学
校
跡
地
に
郷
土

資
料
館
な
ど
は
】

資
料
館
な
ど
は
】

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
歴
史
、
文
化

を
継
承
す
る
事
業
の
進
め

方
と
し
て
、
豊
住
小
学
校

の
跡
地
利
用
に
関
し
、
郷

土
資
料
館
な
ど
、
複
合
施

設
と
し
て
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

で
き
な
い
か
。

教
育
長

　
　
　
　
　
跡
地
利
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い

て
、
町
民
の
方
の
意
見
も

受
け
止
め
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
な
使
い
方
を
す
る
か
、

今
ま
さ
に
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
統

合
に
な
っ
た
と
き
、
学
校

と
し
て
の
様
々
な
資
料
や

財
産
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
も
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
多
角
的
な
方
面
か

ら
考
え
、
ま
た
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
に
つ
い
て

も
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【「
女
満
別
湿
生
植
物
群
落
」

の
保
全
・
存
続
は
】

の
保
全
・
存
続
は
】

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
保
全
・
存
続

に
係
る
調
査
に
つ
い
て
、

過
去
の
調
査
を
含
め
見
解

を
お
聞
き
し
た
い
。

を
お
聞
き
し
た
い
。

教
育
長

　
　
　
　
　
平
成
７
年
度
及

び
15
年
度
と
現
況
調
査
を

行
い
、
平
成
24
年
度
に
は
、

主
に
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
分

布
状
況
や
地
下
水
位
変
動

状
況
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

こ
の
調
査
を
踏
ま
え
て
、

平
成
25
年
度
に
お
い
て
も
、

湿
生
植
物
群
落
を
保
全
す

る
た
め
に
、
湿
生
林
が
ど

の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て

更
新
し
て
い
く
の
か
の
調

査
、
ま
た
湿
生
地
と
湖
と

の
水
位
の
比
較
に
よ
る
水

の
従
来
状
況
調
査
、
さ
ら

に
は
土
壌
と
堆
積
物
の
調

査
な
ど
、
水
と
土
壌
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
、
保
全

活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

湿生植物現地説明会の様子

い
じ
め
、不
登
校
な
ど
現
場
で
の
認
識
は

早
期
発
見
の
た
め
の
努
力
を
す
る

問答

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
体
罰
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
に
あ
た
る

よ
う
な
事
案
は
な
い
と
報

告
を
受
け
て
い
る
が
、
学

校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ

の
体
罰
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
事
実
が
認
め
ら
れ

た
場
合
は
厳
正
に
対
処
し

て
い
き
た
い
。
今
後
と
も

学
校
や
家
庭
、
地
域
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
い
じ

め
、
不
登
校
、
体
罰
の
未

然
防
止
や
早
期
発
見
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い

た
の
で
、
期
間
の
延
長
を

踏
ま
え
検
討
し
て
み
た
い

と
思
う
。
さ
ら
に
、
現
在

営
業
を
さ
れ
て
い
る
事
業

所
な
ど
の
し
っ
か
り
と
し

た
基
盤
を
つ
く
っ
て
い
く

な
ど
、
定
住
対
策
や
空
き

家
対
策
な
ど
と
合
わ
せ
て
、

体
系
づ
け
て
政
策
と
し
て

次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の

取
扱
い
を
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

【
ト
マ
ッ
プ
川
公
園
の
活
用

に
つ
い
て
】

に
つ
い
て
】

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
な
か
な
か
特

徴
が
な
い
と
い
う
か
、
野

外
ス
テ
ー
ジ
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
ハ
ウ
ス
を
つ
く
る
な

ど
、
も
う
一
度
詰
め
直
し

た
上
で
、
再
度
検
討
し
て

い
く
と
い
う
方
向
性
は
ど

う
か
。

う
か
。

町
長

　
　
　
　
少
し
時
間
を
か
け

な
が
ら
、
町
民
の
方
々
に

意
見
を
い
た
だ
き
、
１
つ

ず
つ
何
か
整
備
で
き
れ
ば

と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
は

梅
な
ど
を
植
え
て
い
た
だ

い
た
経
緯
が
あ
る
。
４
つ

あ
る
都
市
公
園
の
う
ち
、

ど
こ
に
野
外
ス
テ
ー
ジ
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
な

ど
の
機
能
を
持
た
せ
る
か

と
い
う
こ
と
の
議
論
も
し

な
が
ら
、
今
後
の
公
園
の

あ
り
方
、
公
園
の
長
寿
命

化
計
画
な
ど
も
あ
わ
せ
て
、

議
論
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
い
じ
め
、
不

登
校
、
体
罰
な
ど
、
教
育

現
場
で
の
本
町
の
現
状
認

識
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

識
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

　
　
　
　
　
い
じ
め
の
現
状

に
つ
い
て
、
実
際
に
い
じ

め
と
認
め
ら
れ
る
件
数
は

８
月
調
査
段
階
で
６
件
ほ

ど
、
内
容
は
冷
や
か
し
や

嫌
な
こ
と
を
さ
れ
る
な
ど

で
、
現
在
は
全
て
解
消
済

み
と
な
っ
て
い
る
。
不
登

校
の
現
状
に
つ
い
て
、
実

態
は
あ
り
、
不
登
校
と
な

る
背
景
は
様
々
で
多
様
化

が
進
ん
で
い
る
と
認
識
し

て
お
り
、
児
童
生
徒
に
対

す
る
き
め
細
か
な
対
応
を

深
川
議
員

　
　
　
　
　
　
合
併
後
７
年

を
経
過
し
た
が
、
現
在
ま

で
の
評
価
と
、
さ
ら
に
は

町
政
執
行
方
針
の
中
に
商

工
業
の
発
展
が
活
性
化
に

は
重
要
と
あ
る
が
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
と
将
来
像

に
つ
い
て
考
え
方
を
伺
い

た
い
。

た
い
。

町
長

　
　
　
　
合
併
後
の
評
価
に

つ
い
て
、
ま
ず
職
員
数
は

合
併
時
１
７
８
人
で
あ
っ

た
が
、
平
成
24
年
４
月
で

１
４
４
人
、
財
政
面
で
は
、

指
標
の
う
ち
の
一
つ
、
実

質
公
債
費
比
率
は
合
併
時

23
・
８
％
で
あ
っ
た
が
、

平
成
23
年
度
決
算
で
は
16

・
２
％
に
、
町
債
残
高
は

全
会
計
あ
わ
せ
て
２
０
７

億
９
０
０
０
万
円
か
ら
、

平
成
23
年
度
決
算
で
は
１

６
６
億
４
０
０
０
万
円
な

ど
、
財
政
面
な
ど
を
見
る

と
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、

少
子
高
齢
化
の
対
応
で
い

う
と
、
ま
だ
ま
だ
仕
組
み

づ
く
り
が
途
に
つ
い
た
ば

 
一般質問通告項目①

合併後の評価と
大空町の将来像について

深川　　曻　議員

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
は

両
地
域
の
ポ
リ
シ
ー
を
大
切
に
進
め
て
い
く

問答

か
り
と
い
う
の
も
数
多
く

あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
経
済
全
体
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
の
中
、
地
域
の
商
工
業

は
今
大
変
な
状
況
に
あ
る

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
商
工
業
を
ど
の

よ
う
に
支
え
て
い
く
か
、

商
工
業
者
の
方
々
や
関
係

す
る
団
体
の
方
々
な
ど
を

含
め
て
、
一
緒
に
な
っ
て

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今

後
の
将
来
像
に
つ
い
て
、

両
地
域
と
も
農
業
を
主
体

と
す
る
産
業
を
持
っ
て
い

て
、
教
育
や
文
化
、
ま
た

心
の
豊
か
さ
と
い
う
よ
う

な
も
の
を
一
つ
の
ポ
リ
シ

ー
と
し
て
持
ち
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
も
の
を
一
つ
持
ち
得

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
も
た
い

せ
つ
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

深
川
議
員

　
　
　
　
　
　
現
在
19
施
設

が
制
度
導
入
を
し
て
い
る

が
、
本
当
に
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
な
っ
て
い
る
か
、

ま
た
総
体
的
な
評
価
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
お
伺

い
し
た
い
。

 
一般質問通告項目②

指定管理者制度に
ついて

深川　　曻　議員

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
な
っ
て
い
る
か

行
政
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を

持
ち
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

問答

町
長

　
　
　
　
平
成
18
年
か
ら
導

入
し
て
お
り
、
公
募
や
選

定
に
つ
い
て
は
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
を
組
織
し
、

公
募
や
指
名
の
審
議
、
募

集
要
項
、
適
合
性
の
審
査

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
選
定
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
仕
事
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
評
価
を

行
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
作
業

も
重
要
で
あ
り
、
平
成
25

年
度
に
お
い
て
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

制
度
を
導
入
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
業
務
を
丸
投
げ

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
行
政
と
し
て
果
た
す

べ
き
役
割
を
持
ち
な
が
ら
、

ま
た
指
定
管
理
者
の
方
々

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
と
も
に
成
長
し

て
町
民
の
方
々
に
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

芝桜公園内の足湯
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女満別湖畔の木道

常任委員会の活動状況
　総務文教厚生、産業建設の２常任委員会では、議会閉会中も委員会
が所管する項目などの調査を随時行っており、その概要をお知らせし
ます。

OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

総 務 文 教 厚 生 常 任 委 員 会

産 業 建 設 常 任 委 員 会

連 合 審 査 会

　開催日等 主な審議項目 説　明　概　要　等

平成24年度
第19回

〔Ｈ25.3.14開催〕

　豊住小学校跡地検討プロジェ
クトの経過報告について

　跡地利用プランとして、①幼稚園・保育園等として
の利用、②生涯学習施設としての利用、という２プラ
ンに絞られる、今後のプロジェクト会議の日程等

　第２期地球温暖化対策実行計
画の策定について

　各施設の省エネ等により期待する温室効果ガス排出
量削減率を、平成２９年段階で、基準年の平成１８年
の温室効果ガス排出量と比較し△１２％として設定

　税の不納欠損について 　納税義務者４人の不納欠損処理を行う
上記の他、陳情の取扱い等、全5件の内容を審議

平成25年度
第1回

〔Ｈ25.4.10開催〕

　図書館に関する計画の策定に
ついて

　「大空町図書館第２期５ヶ年計画」「大空町第２次
子どもの読書活動推進計画」の策定の説明

　豊住小学校跡地検討プロジェ
クトの報告について

　プロジェクトの経過報告、検討事項に対する回答・
想定の説明

　東日本大震災被災地支援活動
の参加者募集について

　岩手県陸前高田市などで行う被災地支援活動の参加
者募集についての説明

上記の他、所管事務調査事項及び日程等、全６件の内容を審議

　開催日等 主な審議項目 説　明　概　要　等
平成24年度
第14回

〔Ｈ25.3.11開催〕

　陳情（要望意見書）の取扱い
について

　１件の陳情（ＴＰＰ関係の意見書）について内容審
査、取扱いを検討

平成24年度
第15回

〔Ｈ25.3.14開催〕

　都市公園長寿命化計画の策定
について 　運動公園ほか３つの「都市公園」の計画的改修等

　湖畔木道の一部解体撤去につ
いて

　水芭蕉等湿生植物の保護の観点から、教育委員会と
も連携し、融雪後、現地の最終確認を行う。

　雪害対策への平成２５年度緊
急雇用創出推進事業の取組につ
いて

　３月２日～３日の暴風雪による農業被害対応として、
緊急雇用創出推進事業実施を申請。

上記の他、そらっきーポイント会イベント補助等、全８件の内容を審議

平成25年度
第1回

〔Ｈ25.4.10開催〕

　地域振興施設運営検討委員会
の活動状況等について

　「東藻琴地域振興施設事業運営計画」の検討委員会
及び作業部会の活動状況等

　ひがしもこと乳酪館の今後の
運営方針について 　来館者数や販売収入額等の現状分析、今後の対策等

　芝桜公園温泉イチゴの状況に
ついて

　再定植作業など現在までの経過、収穫及び販売状況
等

上記の他、緊急雇用創出推進事業等、全７件の内容を審議

平成25年度
第2回

〔Ｈ25.5.17開催〕

　建設工事等の見通しについて
　平成25年度の建設工事等の発注の見通しについて
説明

　橋梁長寿命化修繕計画策定事
業の平成24年度点検結果につ
いて

　橋梁の該当部材を点検し、損傷度を判定

　住宅リフォーム事業補助金に
ついて

　平成23年度から平成25年度までの、補助金に係る
実績や見込み

上記の他、野菜粉砕機の整備等、全７件の内容を審議

　開催日等 主な審議項目 説　明　概　要　等

平成25年度
第2回総務文教厚
生・第3回産業建設
常任委員会合同開催
〔Ｈ25.5.17開催〕

　不納欠損処理について 　不納欠損処理を行う件数や金額、今後の対策につい
ての説明

　豊住小学校跡地検討プロジ
ェクトの報告について

　プロジェクトの経過報告、検討事項に対する回
答・想定の説明

　国家公務員に準じた給与の
削減について

　国家公務員給与削減に伴う職員の給与削減の概
要説明

（２常任委員会合同での調査）

絵本読み語りの様子（東藻琴小学校）
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【氷川まつり（3/30 ～3/31）】
　友好町である熊本県氷川町で第８回氷川まつりが開催されました。後藤議長、田中副議長が参加し、
チーズ、ソーセージ、長いもなど、大空町の特産品が販売されました。

【見守りネット事業協力協定調印式（4/2）】
　町民が安心して暮らし続けることができる地
域づくりを目指し、民間事業者と町が一層の連
携を図るため、新聞・電気・郵便等の１３事業
所と「大空町見守りネット事業協力に関する協
定」を締結しました。

【湖水開き安全祈願祭（5/1）・芝桜まつりオープニングセレモニー（5/3）】
　春の訪れとともに今後迎える観光シーズンを控え、5/1に網走湖女満別湖畔で「湖水開き安全祈願祭」
が、5/3には東藻琴芝桜公園で「芝桜まつりオープニングセレモニー」が執り行われました。

【ふるさと会の開催】
　本町に縁のある方々が参会のもと、4/20に札幌市で札幌東藻琴会が開催され、議会を代表して後藤
議長、田中副議長が出席しました。

【町村議会正副議長研修会（5/27～29）】
　諸課題への対応や研さんを目的に例年開催される研修会に、正副議長が参加しました。

見守りネット協定調印式

　町民皆さんの声を取り入れた「町民参加型の議会だより」を目指し、わかりやすく、より親しま
れる広報活動を展開するため、議会広報モニターを募集します。
○役　　割
・広報活動に関する意見、提案等をモニター会議で述べ、年２回ほどのアンケートに回答すること。
○応募資格
・町内在住で、応募時に年齢が満２０歳以上であること。
・町職員ではないこと。
○募集人数・・・５人以内
○任　　期・・・２年
○モニター会議内容
　モニターと議会との連絡調整を図るため、必要に応じてモニター会議を開催する。
①�議会コンクール等入選実績のある町村等の議会だよりと比較・検討し、意見・提案等を述べること。
②議会広報編集特別委員会委員との意見交換を行う。
○謝礼（報酬）
・大空町商工会が発行する商品券を活動状況に応じてお渡しします。
・アンケート回答１回につき５００円、会議参加１回につき１, ０００円
○応募方法
　応募用紙に必要事項を記入のうえ、郵送、ファックスまたはご持参により申し込みください。
・記入事項は、応募の動機、住所、氏名、生年月日、電話番号など
・�応募用紙は大空町ホームページ（http://www.town.ozora.hokkaido.jp/）からダウンロード
してください。
○応募締切・・・６月２８日（金）必着

　議会の情報公開をより進めるため、３月に開催した平成２５年第１回定例会から、インターネッ
ト上でのライブ中継、録画画像を無料で配信できる「ＵＳＴＲＥＡＭ（ユーストリーム）」を活用し、
議会審議状況のインターネット中継を開始しています。
　議会傍聴の手法を増やすことにより、皆さんがこれまで以上に議会に興味を持ち、より身近に感
じていただくよう取組を行っておりますので、是非この機会にご覧ください。
　詳細は大空町ホームページ（http://www.town.ozora.hokkaido.jp/）をご覧ください。

※アクセス方法
　①上記アドレス→②コンテンツ目次の議会
→③各項目の中から議会中継→④議会イン
ターネット録画中継（ＵＳＴＲＥＡＭ）を
視聴するをクリック！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
議会広報モニターを募集します！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
議会インターネット中継をご覧ください！

議 会 活 動 掲 示 板

湖水開き及び芝桜まつりオープニングセレモニー

議場風景の写真

議会からのお知らせ
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　次のとおり、国に対して４件の意見書を提出しました。

　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉参加の中止を求める意見書
　ＴＰＰは一次産業のみならず、医療、公共事業、金融、食の安全、雇用や農業関連業種など様々

な分野に影響が及ぶ、国益を損なう極めて重大な問題であり、一つ目として、事前協議を含めた一

切のＴＰＰ交渉参加に向けた取組を断念すること、また、二つ目として、多様な農業の共存、林業、

水産資源の持続的利用が可能となるルールの確立を明確に位置付け、これに基づき重要品目につい

ては必要な国境措置を維持すること、以上２点について実現が図られるよう強く要望します。

　安心できる介護制度の実現を求める意見書
　介護保険制度を改善して介護報酬を引き上げるとともに、介護保険料、利用料を国の責任で軽減

すること、訪問ヘルパーによる生活扶助の時間短縮と上限引き下げを見直し、必要なサービスを受

けられるように改めること、全額国費負担による介護職員の賃金引き上げをおこなうこと、以上３

点について実現が図られるよう強く要望します。

　平成２５年度地方財政対策に関する意見書
　地方との十分な協議を経ないまま、国家公務員の給与減額措置に準じて地方公務員の給与削減を

求めるため、地方固有の財源である地方交付税を削減することは、これまでの国と地方の信頼関係

を大きく損なう非常に理不尽な措置で、極めて遺憾であると言わざるを得ません。よって、国にお

いては今回のような措置を二度と繰り返さないよう強く要望します。

札幌航空交通管制部の存続、充実を求める意見書
　国土交通省は、札幌航空交通管制部を道内に代替機関を残すことなく廃止に向けて検討していて、

北国の気象特性を実感できない国土交通省職員を増やすことにつながり、航空機の安全にとって決

してプラスにならないものと考えます。道民の安全、安心な航空交通を確保するためには、札幌航

空交通管制部の存続、充実は不可欠なものであり、これについて実現が図られるよう強く要望します。

要 望 意 見 書
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議会だよりへのご意見・
              ご要望を募集します！

【ご意見・ご要望などはこちらまで】
〒099-2392　大空町女満別西３条４丁目１番１号 大空町役場内
大空町議会事務局　TEL:0152-74-2111（内線266）

　『議会広報編集特別委員会』では、より読みやすく、親しみやすい広報誌を目指して、常に検
討しながら作業にあたっています。
　多くの住民の皆さんにごらんいただくため、また、住民の皆さんの声を多く取り入れるため
「こういう紙面構成にしてみては？」など、どのようなことでも構いません。皆さんのご意見・
ご要望をどんどんお寄せ下さい。お待ちしています。




